
 

 

介護予防通所介護 

（介護予防・日常生活支援総合事業） 

重要事項説明書 

 
１．事 業 者 

法 人 名 称 社会福祉法人光志福祉会 

代 表 者 理事長 喜井 規光 

法 人 本 部 所 在 地 香川県丸亀市川西町南２５８－１ 

電 話 番 号 ０８７７－５８－７７０７ 

法 人 設 立 平成２３年２月２５日 

事 業 所 の 名 称 ネムの木 デイサービス豊浜 

 

２．事業所の概要 

(１) 提供できるサービスの種類 

事 業 所 の 種 類 介護予防通所介護（介護予防・日常生活支援総合事業） 

事 業 所 の 名 称 ネムの木 デイサービス豊浜 

事 業 所 の 所  在  地 香川県観音寺市豊浜町姫浜41番地1 

電 話 番 号 ０８７５－５２－１８０８ 

管 理 者 氏 名 木村 弥生 

事 業 の 目 的 

要支援状態又は事業対象者である利用者が、その有する能力に応

じ、可能な限り居宅において自立した日常生活を営むことが出来

るよう、生活の質の確保及び向上を図るとともに、安心して日中

生活を過ごすことが出来るよう、通所介護相当サービスを提供す

ることを目的とします。 

事業所の運営方針について 

事業の実施にあっては、利用者の意思および人格を尊重し、常に

利用者の立場に立ったサービスの提供に努めます。介護保険法そ

の他関係法令及びこの契約の定めに基づき、関係市町や他の居宅

サービス事業者その他保健・医療・福祉サービス等と綿密な連携

を図りながら、利用者が要支援状態となることの予防、要支援状

態の維持若しくは改善又は要介護状態となることの予防のため、

施設の持つ様々な機能を生かして、適切なサービスの提供に努め

ます。 

サービスを提供する対象地域 

観音寺市観音寺地区・高室地区・常磐地区・一ノ谷地区・豊田

地区・柞田地区・粟井地区・木之郷地区・豊浜地区・大野原地

区（うち五郷田野々・内野々・海老済を除く） 

 



 

(２) 営業時間 

営業日 月曜日～土曜日まで 

サービス提供時間 

営 業 時 間 

９：２０ ～ １６：２０ 

８：３０ ～ １７：３０ 

定 休 日 日曜日、年末年始（１２月３０日～１月３日）※祝祭日は営業 

 

(３) 同センターの設備概要 

定  員 
５５名 

（通所介護を含む） 
静 養 室 １室 

食堂および活動室 ２１１．７７㎡ 相 談 室 １室 

浴  室 一般浴槽・特殊浴槽 送 迎 車 １０台 

 

３，職員の配置状況 

(１) 同事業所の職員体制    令和7年2月4日現在 

 資 格 常 勤 非常勤 計 

管 理 者 介護福祉士 1(1)名 0名 1名 

生活相談員 介護福祉士 3(3)名 0名 3名 

機能訓練指導員 

理学療法士 

作業療法士 

看護師 

准看護師 

1名 

0名 

0名 

 1(1)名 

0名 

2名 

1(1)名 

3(3)名 

1名 

2名 

1名 

4名 

看護介護職員 

看護師 0名 1(1)名 1名 

准看護師 1(1)名 3(3)名 4名 

介護福祉士 8(3)名 0名 8名 

その他 0名 6名 6名 

（ ）兼務で内数 

 

４．提供するサービスの内容 

「介護予防サービス計画」もしくは「介護予防ケアマネジメント」に沿って、「介護予防通所介護計画」

を作成し、次のようなサービスを提供します。 

 

① 送  迎：送迎を必要とする利用者に対し、送迎サービス、移動、移乗介助等を行います。送迎

エリア外利用者はご相談ください。 



 

② 入  浴：利用者の状態に合せ介助浴、特別浴を提供します。 

③ 機能訓練：介護計画に沿って、機能訓練室等において体力、機能低下を防ぐためおよび日常生

活に必要な基本動作訓練を行います。 

④ 趣味活動：利用者の希望に添って諸活動を行います。 

⑤ 生活相談：利用者およびその家族の日常生活における介護、環境整備、手続関係等に関する相

談、助言を行います。 

 

５．サービスの利用方法 

(１) サービスの利用開始 

 まず、お電話等で申し込みください。職員がお伺いいたします。契約を結び、利用日までに

介護予防通所介護計画を作成し、サービスの提供を開始します。 

＊ 居宅サービス計画の作成を依頼している場合は、事前に介護支援専門員とご相談ください。 

(２) サービスの終了 

① 利用者のご都合でサービスを終了する場合 

 サービスを終了する日の７日前までにお申し出ください。 

② 自動終了 

 以下の場合は、双方の通知がなくても、自動的にサービスを終了いたします。 

・利用者が他の介護保険施設に入所した場合 

・介護保険給付でサービスを受けていた利用者の要介護認定区分が、非該当（自立）と認定

された場合 

・利用者がお亡くなりになった場合 

③ その他 

・当事業所が正当な理由なくサービスを提供しない場合、守秘義務に反した場合、利用者や

ご家族などに対して社会通念を逸脱する行為を行った場合、またはやむを得ない事情によ

り、当事業所を閉鎖または縮小する場合、利用者は文書で解約を通知することによって即

座にサービスを終了することができます。 

・利用者が、サービス料金の支払を２ヶ月以上遅延し、料金を支払うよう催告したにもかか

わらず15日以内に支払わない場合、利用者が正当な理由なくサービスの中止をしばしば繰

り返した場合、利用者が入院もしくは病気等により、３ヶ月以上にわたってサービスが利

用できない状況であることが明らかになった場合、または利用者やご家族などが当事業所

や当事業所のサービス職員に対して本契約を継続し難いほどの背信行為を行った場合は、

文書で通知することにより、即座に契約を終了させていただく場合がございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

６．サービス利用料金について 

介護予防通所介護（介護予防・日常生活支援総合事業）利用料金 

 

 

 
利用料金 

自己負担額 

（１割） 

自己負担額 

（２割） 

 

自己負担額 

（３割） 

 

介護予防費 

事業対象者 

要支援１ 

1,798単位(月額) 
※月5回以上 

1,798円 3,596円 

 

5,394円 

 

436単位(日額) 
※月4回まで 

436円 872円 

 

1,308円 

 

事業対象者 

要支援２ 

3,621単位(月額) 
※月9回以上 

3,621円 7,242円 

 

10,863円 
 

447単位(日額) 
※月5回から8回まで 

447円 894円 

 

1,341円 

 

サービス提供体制強化加算Ⅲ 

要支援1・事業対象者 

 

24単位(月額) 

 

 

24円 

 

 

48円 

 

 

72円 

 

サービス提供体制強化加算Ⅲ 

要支援2・事業対象者 
48単位(月額) 48円 96円 

 

144円 

 

科学的介護推進体制加算 40単位(月額) 40円 80円 

 

120円 

 

介護職員等処遇改善加算

（Ⅱ） 
介護報酬総単位数×サービス別加算率9.0％ 

✽昼食代   ６００円/日（おやつ代含む） 

✽オムツ代  １００円/枚（リハビリパンツ） ５０円/枚（尿取りパッド） 

✽写真代   ２１円/枚   

 

７．当事業所の特徴等  

(１) サービス利用のために 

事    項 有 無 備    考 

男性介護職員の有無 有  

時間延長の可否 無  

職員への研修の実施 有 年間、複数回実施している。 

 

(２) サービス利用に当たっての留意事項 

・送迎時間の連絡：予め利用者の方と相談し連絡致します。行事等を実施するときは、通常 

の送迎時間と異なる場合がありますのでご注意下さい。 

 

・体 調 確 認：送迎車を利用される時間や、施設に到着したときに利用者の方の状態を把握

し、体調を確認します。 

 



 

・キャンセル料：介護予防通所介護（介護予防・日常生活支援総合事業）は、キャンセル料は

不要とします。 

・食事のキャンセル：食事のみのキャンセルはあらかじめご相談ください。 

・時 間 変 更：「介護予防通所介護サービス計画」もしくは「介護予防ケアマネジメント」に

基づいた時間でのご利用になりますが、変更を希望される方はご相談くださ

い。 

・設備、器具の利用：当施設の設備・器具のうち利用や貸出し可能のものもありますので、ご

相談ください。 

 

８．緊急時の対応方法 

サービスの提供中に容態の変化等があった場合、事前の打ち合わせにより、主治医・消防署（１１９

番）・親族・居宅介護支援事業所等へ連絡いたします。 

主 治 医 

病 院 名  

連 絡 先  

ご 家 族 

氏   名  

連 絡 先  

氏   名  

連 絡 先  

 

９, 事故発生時の対応 

介護事故を未然に防止することと職員の質の向上のため、年 2 回以上の研修会を開催します。 

職員が業務上の注意義務を怠るなどにより、利用者に損害を及ぼし、場合によってはご利用者を死に

至らしめることがあります。 

重大事故の発生直後は、冷静且つ誠実にご利用者への対応を素早く行います。 

（１） ご利用者及びご家族への対応 

 ① 最善の処置 

   介護事故が発生した場合、まずご利用者に対して可能な限りの緊急処置を行います。 

  看護職員は、最善の処置を施します。 

 ② 責任者への報告 

   速やかに管理者に報告し、事業所で対応できない場合には、協力医療機関へ移送し、担当者の

指示を得ます。 

 

 

 

 



 

 ③ 利用者及び家族への説明等 

   処置が一段落すれば速やかにご利用者やご家族等に誠意を持って説明し、ご家族の申し出につ

いても誠実に対応します。 

過誤の有無、ご利用者への影響などは発生時には不明確なことが多いので、事故発生時の状況

下における説明は慎重かつ誠実に行います。 

 ④ ご利用者及びご家族への損害賠償 

   介護事故により事業者が賠償責任を負った場合は、介護保険・社会福祉事業者総合保険の損害

保険により利用者及び家族に補償します。 

 ⑤ 事故記録と報告 

  ◆ ご利用者への処置が一通り完了した後、原則発生当日に介護事故報告書を作成します。 

  ◆ 介護事故当事者は、事故概要を「事故報告書」に記載します。 

  ◆ 事故の概要、利用者の状況、現在の治療、今後の見通し及びご利用者等へ説明した内容等を

必ず記載しておきます。 

 

（２） 行政機関への報告 

重大な介護事故や利用者が死亡するなど重大な事態が発生した場合、また重大な事態ではないが

受診に至ったケース、内服薬の飲み忘れ、利用者が離荘した場合等は全て速やかに市へ報告を行い

ます。 

 

１０．非常災害対策 

① 防災の対応：消防計画に基づき、速やかに消火活動に努めるとともに、避難・誘導にあたりま

す。 

② 防 災 設 備：防火管理者を選任し、消火設備、非常放送設備等、必要設備を設けます。 

③ 防 災 訓 練：消防法に基づき、消防計画等の防災計画を立て、職員および利用者が参加する消

火通報、避難訓練を年間計画で実施します。 

 

１１．サービス内容に関する苦情 

（1）サービスに関する相談、要望、苦情等は相談窓口担当か下記窓口までお申し込みください。 

◆利用者からの苦情相談窓口 

相談窓口担当者 木村 弥生 ・ 石川 直子 

受 付 日 月曜日 ～ 土曜日 

受 付 時 間 ８：３０ ～ １７：３０ 

電 話 番 号 ０８７５－５２－１８０８ FAX番号 ０８７５－５２－１７５７ 

 

（２）苦情発生時の対応 

 ① ご利用者又はご家族に事実を確認した上で訪問、必要に応じて検討会議を行い迅速に具体的な

ご説明、対応を行います。 



 

 ② 状況を記録・保管し再発防止に努め、改善後の状況について確認を実施します。 

◆当事業所以外に、区市町村の相談・苦情窓口に苦情を伝えることができます。 

観音寺市地域包括支援センター ０８７５－２５－７７９１ 

観音寺市高齢介護課 ０８７５－２３－３９６８ 

香川県国民健康保険団体連合会 ０８７－８２２－７４３６ 

 

 


